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B 39 乳児服設計の八It)の身休測定
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　目的　乳児・衣服･;対する斟勣u吾親や保母等々｀らよく聞くところrあうが｀、計測の困

艶さより乳児の各部身体卜去の晴報き詳細､;得了設計に役立てら>rt 7 いるが･1りケなI)、今

回生後0 ～は力月児ま7"の乳児の裸才遥と得る；とがTツ尺のて≒ます殲長の縦断的身体

寸汰についマ報告し、れ児肌設計の基礎資料とすると芙に. 多才面の列用収しｲ■JtI f.口．

　方玉　mo年よ'J /ﾀ即岸Is わAソ幽院. 侶､健所、保育面、里親施設/;石ヽリ男児知3 名

々児引6 石、計/則?£の仰臥ｲ立計濁は行っ穴。%↑廟は47項目にわたつ了いるが■、？のうち

26項目2 差ぴ、男や割に主成分分漸左行7 7、月別の体型の耕徴£把疆した.

　箱畢　1. 身誄卜去の月割変ｲﾋ左平均値でみると. 仝項a が旨)～aヵ月間T"増ヵD をft､し

7 M る. 長径項Sの平均増加量が' 0 ~ /Zヵ月にio八って大きいの/;対し、周径項目･3.0～

3ヵ月で４　しい、特心最大壇加量瓦示すのI?, 主としマトヽ-2ヵ月間f｀ある.

2．各項目のダイス設定・めやすと得るRub に、li力阿児Ｌ基4* とし八S 分季成長曲線£

求めると、∂ヵ月'Iで'f てふ釦芦j示す項@ is畏付根飢臍Ill, 頭囲であり、辰長の緩幔

Cfい

3.　主成分分游によって- 多項目間の総合的楕報の月別変化亙求めうと、才I主成分･i 月

獣左増すごとIs 漸増し、牙2主収奪IJ 0～3 カ月I T"馬増し八<r>も蹟げい我敗ぎ示しA.

この傾印^男ヤ児とも同様の緬果であっ/c, この; i より、乳児服の寸沃設定．尋臼a、

∂～3 '17月と4 ～･λ*月とに藤型区分ずゐことが与当と冲えら几　この区分によっで回帰
式の壇定検討と行っ/.

B 40 物体雅悛値の1L 砥分々irfl

大奉廿な参政　　南部塔?

－ま農朝價そについ1 ー

　目的　おいでつ1 (/I蝕型化を進め% 上で,　とりあげr- 頂a 群≪＼'どのよいn 勧ft ＼持つぉ

を知に，いJ曳奪で斗乱そに i.記鵠佐り≪l&し*Sl 長期£分r･審畿剱緋得I こt ＼

a 旬として, 生肴途上t- ff ろ係IS の鋳体制免1S にi.痢分々鶴を施し，啄約■? n.i; 玖ヽ冷特性

値, ＼れらの"i. 長＼帽牛り軋化蛋(A"I; 性左冴から橡刹H試お仁，

　ず糾蜃びじ嗜砥　;<? 7/■ μ涛＼＼瀕のi 亀鞘fせク一如歳を年齢約跡り列の身伴潮気恬々，

需乞嘩料とI V^。翫服設%＼・衣服叶・ ズ設免i.隻卑と秀之ら八ろ/ぷ攻n 1 t りhげ, 雌v＼

耳齢斟剛に宝成分ﾉか教を施し，バ丿マ,v 7 ヌ,回転復のR 角値■ If 唄A-回7ト＼＼ﾉ■IS g 刄荷I

岑ヵ卜烏際t進･)V.。洵, 痕稲l%・1*隻につ，ヽマu それぞれIT,対敬値･ i喀根を使角し1(。

　鯖黒　1. 零3 と低耳餉々-^ いち為／%砥々にs＼it jactor がし　% z t.応射し叫ｅ

徊cioりら為3 i成分に及脂-^ I?)おぺべ高いk荷する戚々叫高耳齢聊廿^r礼　脊2 ま

凧々に皮脂埓も含め靫s以pe 卜,-tor礼"* 3 4 践分に韻囲のみに%くI!研1 るま瓶分公独

ぷで八八。2.111値/. 0以r 1 元,i め･-1多く<n % 齢糾ﾏ%lsて丿^寫3 包蔵々3 万々3てヽ'

(りz 玄成分までr h ろ。3, %鯖寄与卑n i 3 r＼i篤／ま蔵分で約μ～μ‰寫Z ま成分

まr r 約to⌒･μ'/., % 3 ^成分-i ﾏで約Id - 即'A r り'),　ぜg rいきヽ心同様の傾句^ 晋,1，

　以ヱめ鱗黒T)ヽ転　1 3 a. </■低耳齢刻せ'i ﾏ゛り欧脂層の他め頂目からめ稔% 性ｶﾍﾞ順< ，Ill

径項a の:≫-̂いi It脂尾よ1 骨そ察の発it 内動坪1 受･i-, 他凱　生長のa り苓止し竹筒埓紛

餅毎:5 で'11 和5琢a の大･1ヽに皮脂厄が大tくIVI っていろので1ドバヽやヽと推禰旨n い　乱

^-t ともに生長段隋t 知る1.町政脂角のもっー昧の勿－性が矛伺べれ% .


